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香
川
県
旧
財
田
町
と
旧
洞
爺
村
が

１
９
７
５
年
、
姉
妹
町
村
の
絆
で
結
ば

れ
て
か
ら
、
小
学
生
を
は
じ
め
、
多
く

の
住
民
が
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
提
携
50
周
年
を
迎
え
た
節
目

の
年
。
二
つ
の
ま
ち
の
交
流
は
三
豊
市

と
洞
爺
湖
町
に
受
け
継
が
れ
、
現
在
も

脈
々
と
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
特
集
で

は
、
三
豊
市
と
の
つ
な
が
り
や
三
豊
市

に
由
来
す
る
文
化
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
友
好
都
市
提
携
50
周
年
記
念
事
業

の
様
子
を
掲
載
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
三
豊
市
に
つ
い
て
知

り
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。
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　四国地方・香川県の西部に位置する、人口約５万７千人
のまちです。平成 18 年に旧財田町をはじめとした７町が
合併し、三豊市となりました。

三
豊
市
と
の
縁

　

旧
虻
田
町
と
合
併
し
て
洞
爺
湖
町
と
な
る

前
、
旧
洞
爺
村
は
１
８
８
７
年
に
香
川
県
の
旧

財
田
町
な
ど
か
ら
約
70
人
が
初
め
て
入
植
し
開

拓
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
香
川
県
で
よ
く
耳
に

す
る
「
大
西
」、「
岩
倉
」、「
近
藤
」
な
ど
の
苗

字
が
残
り
、
開
拓
時
代
か
ら
続
く
血
縁
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。

　
「
祖
先
を
同
じ
く
す
る
両
町
村
で
、
さ
ら
に

友
好
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
い
う
人
々
の
想

い
か
ら
、
１
９
７
５
年
４

月
１
日
に
旧
財
田
町
、
旧

洞
爺
村
の
間
で
友
好
都
市

提
携
の
前
身
と
な
る
「
姉

妹
町
村
盟
約
」が
結
ば
れ
、

住
民
同
士
の
交
流
を
始
め

ま
し
た
。

絆
を
改
め「
友
好
都
市
」へ

　
２
０
０
６
年
、
両
町
村
が
三
豊
市
、
洞
爺
湖

町
へ
合
併
後
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
交
流
や
新
た

な
友
好
関
係
の
構
築
に
向
け
、
２
０
０
７
年
７

月
１
日
に
「
友
好
都
市

提
携
」を
締
結
。
以
来
、

小
学
生
同
士
が
両
市
町

を
訪
問
す
る
「
フ
レ
ン

ド
リ
ー
ツ
ア
ー
」
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
２
年
４
月
６
日
に
は
「
災
害

時
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
、
災
害
時
の
職

員
派
遣
、
生
活
物
資
の
提
供
な
ど
の
円
滑
な
相

互
支
援
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

祖先を同じくするまちの新たな関係

提携までの道のり

　
「
フ
ル
ー
ツ
王
国
み
と
よ
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
よ
う
に
、
モ

モ
や
ミ
カ
ン
、
ブ
ド
ウ
の
生
産
が
盛
ん
な

ほ
か
、
県
内
で
は
最
大
の
お
茶
の
生
産
地

で
「
高
瀨
茶
」
が
有
名
で
す
。

　
「
う
ど
ん
県
」
と
呼
ば
れ
る
香
川
県
は

そ
の
名
の
通
り
讃
岐
う
ど
ん
が
名
物
。
三

豊
市
に
も
美
味
し
い
う
ど
ん
が
食
べ
ら
れ

る
お
店
が
多
く
並
び
ま
す
。
ま
た
、
水
面

が
鏡
の
よ
う
に
な
る
写
真
が
撮
影
で
き
る

「
父ち

ち
ぶ
が
は
ま

母
ヶ
浜
」
な
ど
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
も

あ
り
、
多
く
の
観
光
客
が
足
を
運
ん
で
い

ま
す
。

姉妹町村盟約は電話を通じて結びました

香　川　県

フレンドリーツアーの様子（カヌー体験、うどん作り、いも堀りなど）

洞爺湖町役場で友好都市提携の締結

“三豊市”って“三豊市”って
こんなまち！こんなまち！
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ち
ょ
う
さ

　
洞
爺
夏
ま
つ
り
で
勇
壮
に
練
り
歩
く
「
ち
ょ
う
さ
」
は

２
０
０
３
年
、
旧
財
田
町
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
西

日
本
を
中
心
に
五
穀
豊
穣
や
豊
漁
を
祈
願
す
る
祭
礼
で
用

い
ら
れ
て
い
る
太

鼓
台
で
す
。
大
き
い

も
の
で
は
高
さ
が
５

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
も

の
も
あ
り
、
華
や
か

な
装
飾
が
観
客
の
目

を
引
き
ま
す
。

獅
子
舞

　
町
内
の
香
川
、
曙
、
月
浦
の
各
地
区
に
は
獅
子
舞
が
奉

納
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
洞
爺
村
に
入
植
し
た
移
住
者
か
ら

伝
わ
り
、
現
在
も
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
11
月
に
は
、

月
浦
獅
子
舞
が
約
１
２
０

年
ぶ
り
に
里
帰
り
を
果
た

し
、
香
川
県
の
イ
ベ
ン
ト

「
獅
子
舞
王
国
さ
ぬ
き
」
で

舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

現在も受け継ぐ香川の伝統

紡いだ絆をこれからも

友好都市提携 50 周年記念事業
７
月
５
日 

記
念
式
典

　
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
「
友
好
都
市
提
携

50
周
年
記
念
式
典
」
が
行
わ
れ
、
三
豊
市
か
ら

山
下
昭
史
市
長
、
市
議
会
の
丸
戸
研
二
議
長
な

ど
計
17
人
が
来
町
し
ま
し
た
。

　
山
下
市
長
は
「
歴
史
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、

経
済
に
文
化
と
多
方
面
で
の
連
携
が
大
切
で

す
。
い
つ
ま
で
も
家
族
の
よ
う
な
付
き
合
い
を

続
け
ま
し
ょ
う
」、
下
道
町
長
は
「
三
豊
市
と

の
友
好
関
係
は
か
け
が
え
の
な
い
財
産
。
こ
れ

か
ら
も
よ
り
一
層
強
固
に
し
た
い
で
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
互
い
に
友
好
都
市

提
携
50
周
年
確
認
書
に
署
名

し
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
品

と
し
て
三
豊
市
は
父
母
ヶ
浜
、

町
は
洞
爺
湖
な
ど
の
写
真
を

交
換
し
ま
し
た
。

７
月
６
日

第
46
回
洞
爺
産
業
ま
つ
り

　
洞
爺
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

訪
れ
た
約
５
千
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
三
豊
市
産
の
モ
モ
を
販
売
す
る
テ
ン
ト
は
多

く
の
来
場
者
の
目
に
止

ま
り
、
ま
つ
り
の
終
了

時
間
を
待
た
ず
し
て
完

売
し
ま
し
た
。
ま
た
恒

例
の
「
野
菜
ま
き
」
に

は
山
下
市
長
や
丸
戸
市

議
会
議
長
な
ど
も
参
加
。

野
菜
を
キ
ャ
ッ
チ
し
よ

う
と
湖
畔
に
集
ま
る
来

場
者
へ
力
い
っ
ぱ
い
投

げ
て
い
ま
し
た
。

①①

③
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①来町した山下市長（右）を出迎える
下道町長 ②式典での記念撮影 ③三豊
市から贈られた父母ヶ浜の写真

④産業まつりへ参加した三豊市長や市
議会議員 ⑤三豊市のモモを販売した
テント ⑥野菜を投げる三豊市長など ④


